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金
協
会
に
よ
る
継
続
的
か
つ
強

固
な
予
算
措
置
が
不
可
欠
で
あ

り
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ

る
。注

目
す
べ
き
は
、

日
に
施

行
さ
れ
る
「
企
業
価
値
担
保

権
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来

の
不
動
産
担
保
に
依
存
せ
ず
、

企
業
の
事
業
価
値
や
将
来
生
み

出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
な
ど

を
担
保
と
す
る
新
し
い
仕
組
み

で
あ
り
、
意
欲
あ
る
農
業
法
人

の
成
長
を
後
押
し
す
る
画
期
的

な
手
法
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
は
、
現
場
の
実
態
を
深

く
理
解
す
る
「
目
利
き
能
力
」

を
生
か
し
、
制
度
が
拡
充
さ
れ

た
「
農
業
経
営
高
度
化
資
金
」

を
積
極
的
に
活
用
し
、
農
業
法

人
な
ど
の
担
い
手
の
成
長
支
援

を
一
層
、
加
速
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
動
産
担

保
融
資
（
Ａ
Ｂ
Ｌ
）
や
企
業
価

値
担
保
権
な
ど
の
多
様
な
ス
キ

ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
力
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
単
な
る
債
権
保
全
・

回
収
の
手
段
と
し
て
で
は
な

く
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
継
続
的

に
把
握
す
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
の
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
す

る
。
き
め
細
や
か
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
通
じ
た
本
業
支
援
を
展

開
す
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

融
資
の
保
全
強
化
に
も
つ
な
が

る
。こ

う
し
た
金
融
面
か
ら
の
伴

走
支
援
を
、
自
ら
が
推
進
す
る

生
産
基
盤
維
持
の
取
り
組
み
と

連
携
・
一
体
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
持
続
的
農
業
生
産
体
制
の

構
築
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
（
図
２
）
。

め
の
金
融
支
援
を
組
み
合
わ
せ

る
と
い
う
〝
地
域
農
業
の
け
ん

引
役
〟
と
し
て
の
姿
で
あ
る
。

経
済
事
業
と
信
用
事
業
が
不
可

分
に
結
合
す
る
こ
と
で
、
地
域

農
業
の
生
産
構
造
そ
の
も
の
を

支
え
る
構
造
的
な
金
融
機
能
へ

と
進
化
し
て
い
る
（
図
１
）
。

今
後
の
Ｊ
Ａ
の
信
用
事
業
に

は
、
融
資
の
「
量
の
拡
大
」
よ

り
も
「
質
の
強
化
」
が
求
め
ら

れ
る
。
財
務
デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
、
現
場
の
技
術
力
や
将
来
性

と
い
っ
た
非
財
務
情
報
を
統
合

し
、
事
業
の
実
態
価
値
を
適
正

に
評
価
す
る
「
事
業
性
評
価
能

力
」
の
深
化
が
不
可
欠
だ
。

ま
た
、
多
様
化
す
る
資
金
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た

な
金
融
制
度
の
活
用
も
重
要
と

な
る
。
例
え
ば
、
要
件
が
見
直

さ
れ
た
新
た
な
農
業
近
代
化
資

金
で
あ
る
「
農
業
経
営
高
度
化

資
金
」
は
、
よ
り
現
場
の
実
情

に
即
し
た
機
動
的
な
支
援
に
資

す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

な
お
、
円
滑
な
活
用
を
促
す
た

め
に
も
、
地
方
行
政
お
よ
び
基

こ
れ
ら
の
事
例
が
示
す
の

は
、
Ｊ
Ａ
が
単
な
る
「
資
金
の

貸
し
手
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｊ

Ａ
主
導
で
生
産
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
そ
れ
を
完
遂
さ
せ
る
た

る
ル
ー
ト
を
確
立
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
外
部
市
場
の
価

格
変
動
リ
ス
ク
を
抑
え
、
地
域

内
で
再
生
産
可
能
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
を
構
築

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
生
産
体
制
を
維
持

・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
信
用
事

業
も
資
金
供
給
の
「
質
的
転

換
」
を
図
っ
て
い
る
。
か
つ
て

は
Ｊ
Ａ
が
単
独
で
リ
ス
ク
を
負

う
プ
ロ
パ
ー
資
金
（
寄
託
家
畜

な
ど
）
が
多
く
活
用
さ
れ
て
い

た
が
、
近
年
の
飼
料
価
格
の
高

騰
や
枝
肉
価
格
の
低
迷
で
経
営

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
Ｊ

Ａ
は
戦
略
的
に
、
よ
り
低
利
で

長
期
固
定
の
制
度
資
金
な
ど
へ

と
誘
導
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

組
合
員
の
金
利
負
担
を
軽
減
し

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
生
産
活
動
が
資
金

詰
ま
り
で
停
止
し
な
い
よ
う
支

え
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
身
の

信
用
事
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
管

理
の
高
度
化
も
両
立
さ
せ
る
た

め
で
あ
る
。

の
よ
う
に
、
経
済
事
業
に
よ
る

生
産
基
盤
の
サ
ポ
ー
ト
と
、
信

用
事
業
に
よ
る
経
営
指
導
・
資

金
供
給
を
一
体
的
に
展
開
す
る

こ
と
で
、
管
内
で
生
産
さ
れ
た

子
牛
が
地
域
内
の
育
成
・
肥
育

農
家
へ
と
販
売
さ
れ
る
「
地
域

内
一
貫
」
の
強
固
な
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

一
方
、
九
州
地
方
の
中
央
部

に
位
置
す
る
Ｂ
農
協
の
事
業
区

域
は
、
西
日
本
有
数
の
畜
産
地

帯
で
あ
り
、
肉
用
牛
（
黒
毛
和

種
）
の
生
産
と
酪
農
が
盛
ん
で

あ
る
。
Ｂ
農
協
で
は
、
畜
産
農

家
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
と

い
っ
た
課
題
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
自

ら
が
主
体
と
な
っ
て
生
産
基
盤

の
強
化
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
Ｊ
Ａ

が
整
備
・
運
営
す
る
キ
ャ
ト
ル

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ

が
繁
殖
牛
の
飼
養
や
子
牛
の
保

育
・
育
成
機
能
を
代
行
し
、
生

産
さ
れ
た
も
と
牛
を
地
域
内
の

肥
育
農
家
へ
安
定
的
に
供
給
す

ク
タ
ー
事
業
）
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ａ
が
飼
料

生
産
部
門
な
ど
を
代
行
す
る
こ

と
で
、
酪
農
家
は
労
働
負
担
を

軽
減
し
、
搾
乳
や
規
模
拡
大
に

専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

る
。信

用
事
業
は
、
ク
ミ
カ
ン
の

デ
ー
タ
と
分
業
体
制
を
前
提
と

し
、
大
規
模
化
す
る
資
金
需
要

に
対
し
て
、
運
転
資
金
か
ら
設

備
投
資
ま
で
切
れ
目
の
な
い
資

金
供
給
を
実
現
し
て
い
る
。
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
や
大
規
模
牛
舎
の

建
設
と
い
っ
た
巨
額
の
設
備
投

資
に
対
し
て
も
、
ク
ミ
カ
ン
の

実
績
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
、
信

頼
性
の
高
い
長
期
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
的
確
な
資

金
調
達
を
支
援
し
て
い
る
。
こ

北
海
道
十
勝
地
方
に
位
置
す

る
Ａ
農
協
の
管
内
で
は
、
広
大

な
耕
地
面
積
を
生
か
し
た
大
規

模
畑
作
と
酪
農
が
、
地
域
農
業

の
二
本
柱
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ

農
協
の
最
大
の
特
徴
は
、
Ｊ
Ａ

特
有
の
決
済
制
度
で
あ
る
「
組

合
員
勘
定
（
ク
ミ
カ
ン
）
」
を

最
大
限
に
活
用
し
た
経
営
指
導

で
あ
る
。
他
の
Ｊ
Ａ
よ
り
も
詳

細
な
営
農
コ
ー
ド
を
設
定
し
、

品
目
・
作
物
ご
と
の
収
支
を
精

緻
に
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
数

は
、
収
入
で
１
４
１
科
目
、
支

出
で
２
４
７
科
目
に
達
す
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
営

農
部
門
と
信
用
部
門
が
連
携
し

て
予
実
管
理
や
経
営
分
析
を
行

っ
て
い
る
。
１
９
９
３
年
か
ら

は
農
作
業
受
委
託
（
コ
ン
ト
ラ

省
農
林
水
産
政
策
研
究
所
の
助

成
を
受
け
、
農
業
経
営
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
農
協
系
統
金

融
の
役
割
と
課
題
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
畜

産
（
肉
用
牛
・
酪
農
）
の
主
要

拠
点
で
あ
る
二
つ
の
単
位
Ｊ
Ａ

の
先
進
的
な
事
例
調
査
か
ら
、

Ｊ
Ａ
が
い
か
に
金
融
仲
介
機
能

を
強
化
し
、
地
域
農
業
を
け
ん

引
し
て
い
く
べ
き
か
を
紹
介
し

た
い
。

農
業
法
人
な
ど
の
担
い
手
が

持
続
的
に
経
営
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
金
融
機
関
の
き
め

細
や
か
な
金
融
仲
介
機
能
の
発

揮
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
地
域
に
密
着

し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
農

業
を
財
務
面
か
ら
支
え
て
き
た

単
位
Ｊ
Ａ
の
融
資
残
高
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
単
位
Ｊ
Ａ
に
お

け
る
農
業
融
資
の
減
少
は
、
単

に
資
金
供
給
量
の
減
少
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
農
業
全
体
の
活

力
低
下
を
招
き
か
ね
な
い
問
題

で
あ
る
。
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